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 第 55 回はたらくものの音楽祭沖縄県実行委員会   

 

実行委員長  高里鈴代（オール沖縄会議） 

副実行委員長 下地史彦（沖教組島尻支部・ 

語り継ぐ沖縄平和の会会長） 

事務局長   平良昌史（日音協沖縄県支部長・ 

              那覇市職労委員長） 

事務局次長  石川 勲（日音協沖縄事務局長） 

 

実行委員は、各労組、平和団体、出演者から追加

していく予定です。 

 

・実行委員会では「オープニング合唱」を予定して

います。 

・地元からの出演者（スポットライト、出演エント

リー、全国交流会での余興、など）を呼びかけて

います。 

・各労組などにスタッフの要請をしています。土日

にそれぞれ（受付２名、舞台７名、照明１名、司

会３名） 

 

・第２回実行委員会 ８月１日（木） 

・第３回実行委員会 ９月３日（火） 
 

※沖縄音楽祭の成功に向け、皆さんのご協力を!! 

 

７
月
16
日
、
那
覇
市
・
那
覇
市
職

員
労
働
組
合
書
記
局
で
、
沖
縄
県
内

の
音
楽
サ
ー
ク
ル
・
音
楽
家
、
平
和

団
体
・
平
和
活
動
家
、
那
覇
市
職

労
、
日
音
協
沖
縄
県
支
部
あ
わ
せ
て

９
人
と
日
音
協
松
本
会
長
が
出
席
し

て
、
第
55
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
第
１
回
沖
縄
県
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
冒
頭
、
日
音
協
沖
縄
県
支
部

の
平
良
支
部
長
が
呼
び
か
け
人
と
し

て
あ
い
さ
つ
、
ま
た
、
日
音
協
松
本

会
長
が
日
音
協
と
は
た
ら
く
も
の
の

音
楽
祭
の
説
明
も
兼
ね
て
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

オール沖縄共同代表の高里鈴代さん 

参
加
者
自
己
紹
介
の
後
、
高
里
鈴

代
実
行
委
員
長
、
平
良
昌
史
事
務
局

長
を
中
心
に
第
55
回
は
た
ら
く
も
の

の
音
楽
祭
沖
縄
県
実
行
委
員
会
を
結

成
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

高
里
実
行
委
員
長
は
、「
た
だ
た
だ

音
楽
が
、
歌
が
好
き
な
だ
け
で
い
い

の
か
と
思
っ
た
が
、
今
日
は
い
ろ
ん

な
方
が
集
ま
っ
て
楽
し
く
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
協
力
し
あ

っ
て
支
え
あ
っ
て
成
功
さ
せ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

 

平
良
事
務
局
長
が
、
音
楽
祭
で
の

沖
縄
県
実
行
委
員
会
企
画
、
地
元
出

演
者
、
音
楽
祭
で
の
ス
タ
ッ
フ
、
全

国
交
流
会
で
の
対
応
、
音
楽
祭
へ
の

協
賛
お
願
い
、
県
民
・
市
民
へ
の
参

加
働
き
か
け
に
つ
い
て
提
案
。
活
発

な
討
論
で
提
案
を
補
強
し
ま
し
た
。 

■日 時 9 月 21日（土）19時～ 

■会 場 沖縄県青年会館 

■会 費 4,000 円 

■内容は調整中 

■泡盛など飲み物は十分だと思いますが、全国

からの地酒（日本酒）など歓迎します。 

事前に、那覇市職員労働組合（〒900-

8585 沖縄県那覇市泉崎 1-1-1 地下１階 

098-867-0230）平良昌史執行委員長宛て

に送ってもらえれば嬉しいです。 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 667 号（2） 

ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
は
７
月
１３
日

（
土
）
に
生
誕
２
０
０
歳
記
念
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
た
。
単
独
ラ
イ
ブ
は
実

に
３
年
ぶ
り
。
３
人
の
年
齢
を
合
わ

せ
る
と
２
０
０
歳
と
い
う
節
目
な

の
だ
が
、
３
人
の
年
齢
は
個
人
情
報

で
伏
せ
る
と
し
て
置
こ
う
。
ね
っ
ち

ゃ
ん
は
自
分
が
40
歳
で
二
人
は
80

歳
だ
と
言
っ
て
る
が
、
そ
れ
は
な
い

だ
ろ
う
。
さ
て
ラ
イ
ブ
会
場
は
「
す

す
き
の
」
奥
に
あ
る
韓
国
文
化
会
館

の
地
下
の
Ｌ
ｏ
Ｒ
ｅ
１
ス
タ
ジ
オ
。

飲
食
Ｏ
Ｋ
、
騒
い
で
も
Ｏ
Ｋ
。
壁
の

ア
チ
コ
チ
に
「
連
帯
を
求
め
て
孤
立

を
恐
れ
ず
」「
反
戦
」「
反
基
地
」「
反

自
民
」「
反
天
皇
制
」「
反
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
な
ど
の
ビ
ラ
を
張
っ
て
非
合

法
な
地
下
活
動
そ
の
も
の
の
会
場

に
仕
上
げ
た
。
参
加
者
は
Ｆ
Ｍ
カ
ン 

 
 

80 歳？    40 歳？    80 歳？ 

写真右下に映り込んだ高沢さん 

パ
ニ
ー
、
行
動
す
る
会
、
退
職
者
会
、

組
合
の
仲
間
、
議
員
な
ど
で
４７
人

が
結
集
。
さ
な
が
ら
討
ち
入
り
の
数

が
揃
っ
た
。 

さ
て
、
１７
時
か
ら
開
演
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
「
人
と
い
う
字
は
」
を

手
話
を
交
え
て
う
た
い
、
続
い
て
ネ

ッ
ち
ゃ
ん
が
銀
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
Ｂ

Ｂ
Ｂ
の
文
字
入
り
）
を
か
ぶ
り
「
共

謀
罪
の
歌
」
を
歌
う
。
『
臨
時
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ラ
イ
ブ
は
組
織

犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
会
合
と
み
て
、
公

安
は
会
場
を
包
囲
し
ま
し
た
』
と
参

加
者
に
警
告
し
て
始
ま
っ
た
。
次
に

裏
金
問
題
の
「
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
ブ
ル

ー
ス
」
、
君
が
代
と
米
国
国
歌
を
混

ぜ
た
「
君
が
代
改
訂
版
」
、
続
い
て

「
天
皇
カ
ル
テ
ッ
ト
の
ダ
ジ
ャ
レ

ソ
ン
グ
」
で
笑
い
を
誘
い
、
さ
ら
に

羽
織
姿
に
着
替
え
た
ね
っ
ち
ゃ
ん

が
「
し
り
と
り
演
歌
」
を
熱
唱
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
恨
み
節
」
と
続
き
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
ガ
ザ
に
」
を
挟
ん
で
、

元
軍
隊
慰
安
婦
だ
っ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
捧
げ
る
「
ハ
ル
モ
ニ
へ
」
、

そ
し
て
前
半
最
後
の
曲
「
サ
ギ
撲
滅

運
動
の
歌
」
で
は
『
夢
グ
ル
ー
プ
が

提
供
す
る
詐
欺
発
見
器
で
す
』
『
社

長
、
安
ー
い
』
と
笑
い
を
と
り
締
め

く
く
っ
た
。 

後
半
は
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー
キ
ュ
リ

ー
に
扮
し
た
磯
野
が
登
場
し
て
の

「
ヘ
ボ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
テ
イ
」
で

は
『
岸
田
政
権
退
陣
』
と
マ
イ
ク
ス

タ
ン
ド
を
歌
い
・
叫
び
、
「
決
意
」

の
北
海
道
弁
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
反
戦
歌

「
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」
、
天
国
の
恩
師

に
捧
げ
る
曲
「D

ia
r

」
を
ね
っ
ち
ゃ

ん
が
涙
を
流
し
な
が
ら
う
た
う
と
ラ
イ
ブ

は
佳
境
に
入
っ
て
い
く
。2

0
0

0

年
に
磯

野
邸
の
新
築
祝
い
で
実
際
に
起
き
た
事
件

を
も
と
に
し
た
イ
エ
ス
タ
デ
イ
の
替
え
歌

で
「
家
、
建
て
た
デ
イ
」
を
歌
う
と
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
「
宇
宙
人
が
や
っ
て
き

た
」
で
は
い
ま
注
目
の
パ
ワ
ハ
ラ
議
員
の

コ
ン
ト
で
会
場
は
一
気
に
熱
気
に
満
ち
て

き
た
。
い
よ
い
よ
デ
ビ
ユ
ー
曲
の
「
線
引

き
や
っ
こ
」
を
熱
唱
。
そ
し
て
「
ガ
ン
バ

レ
、
ケ
ッ
パ
レ
高
齢
者
」
を
歌
っ
て
ラ
ス

ト
の
「
北
の
友
よ
、
南
の
友
よ
」
で
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。
熱
い
ア
ン
コ
ー
ル

に
応
え
て
「
万
歳
三
唱
歌
」
を
歌
う
と
最

後
は
「
ブ
ー
ビ
ー
万
歳
！
」
で
お
開
き
と

な
っ
た
。
今
回
はF

M

カ
ン
パ
ニ
ー
の
佐

藤
満
さ
ん
の
ベ
ー
ス
の
お
陰
で
音
楽
に
厚

み
が
加
わ
り
、
宴
会
の
よ
う
な
、
政
治
集

会
の
よ
う
な
、
お
笑
い
寄
席
の
よ
う
な
雑

多
煮
の2

時
間2

0

曲
の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た

が
、
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
の
持
ち
味
は
十
分

に
発
揮
で
き
た
よ
う
だ
。
さ
て
ラ
イ
ブ
の

模
様
は

D
V

D

に
す
る
か
、Y

o
u

T
u

b
e

で
流
す
か
検
討
中
。
こ
れ
が
最
後
の
「
生

前
葬
ラ
イ
ブ
」
だ
と
思
っ
て
き
た
参
加
者

も
い
た
よ
う
だ
が
、
実
は
来
年
は
結
成

4
0

周
年
な
の
だ
。
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
、

と
言
う
が…

さ
て
ど
う
し
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桑
野
功 

 
 

 
 

 

「
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」
、
天
国
の
恩
師

に
捧
げ
る
曲
「
Ｄ
ｉ
ａ
ｒ
」
を
ね
っ

ち
ゃ
ん
が
涙
を
流
し
な
が
ら
う
た

う
と
ラ
イ
ブ
は
佳
境
に
入
っ
て
い

く
。
２
０
０
０
年
に
磯
野
邸
の
新
築

祝
い
で
実
際
に
起
き
た
事
件
を
も

と
に
し
た
イ
エ
ス
タ
デ
イ
の
替
え

歌
で
「
家
、
建
て
た
デ
イ
」
を
歌
う

と
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
「
宇
宙
人

が
や
っ
て
き
た
」
で
は
い
ま
注
目
の

パ
ワ
ハ
ラ
議
員
の
コ
ン
ト
で
会
場

は
一
気
に
熱
気
に
満
ち
て
き
た
。
い

よ
い
よ
デ
ビ
ユ
ー
曲
の
「
線
引
き
や

っ
こ
」
を
熱
唱
。
そ
し
て
「
ガ
ン
バ

レ
、
ケ
ッ
パ
レ
高
齢
者
」
を
歌
っ
て

ラ
ス
ト
の
「
北
の
友
よ
、
南
の
友
よ
」

で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。
熱
い

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
「
万
歳
三
唱

歌
」
を
歌
う
と
最
後
は
「
ブ
ー
ビ
ー

万
歳
！
」
で
お
開
き
と
な
っ
た
。
今

回
は
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
佐
藤
満

さ
ん
の
ベ
ー
ス
の
お
陰
で
音
楽
に

厚
み
が
加
わ
り
、
宴
会
の
よ
う
な
、

政
治
集
会
の
よ
う
な
、
お
笑
い
寄
席

の
よ
う
な
雑
多
煮
の
２
時
間
20
曲

の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
が
、
ブ
ー
ビ
ー
バ

ン
ド
の
持
ち
味
は
十
分
に
発
揮
で

き
た
よ
う
だ
。
さ
て
ラ
イ
ブ
の
模
様

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
す
る
か
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
流
す
か
検
討
中
。
こ
れ
が
最
後

の
「
生
前
葬
ラ
イ
ブ
」
だ
と
思
っ
て

き
た
参
加
者
も
い
た
よ
う
だ
が
、
実

は
来
年
は
結
成
40
周
年
な
の
だ
。

四
十
に
し
て
惑
わ
ず
、
と
言
う
が…

さ
て
ど
う
し
よ
う
。   

（
桑
野
功
） 

 

 

バ
ッ
チ
リ
、
フ
ラ
イ
デ
ー
さ
れ
た

青
森
の
高
沢
（
た
か
さ
わ
）
で
す
。

ブ
ー
ビ
ー
の
２
０
０
歳
ラ
イ
ブ
、
行

っ
て
き
ま
し
た
～
。 

 

始
ま
り
は
私
が
チ
ョ
イ
と
遅
れ
た

け
ど
、
の
っ
け
か
ら
ノ
リ
ノ
リ
の
ス

テ
ー
ジ
。
会
場
は
満
席
で
熱
気
ム
ン

ム
ン
。
３
人
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
耳
に

心
地
よ
く
、
ネ
ッ
チ
ャ
ン
と
イ
ソ
ノ

さ
ん
の
掛
け
合
い
は
絶
品
！
爆
笑
の

連
続
。 

 

反
戦
、
反
体
制
、
年
金
生
活
者
を

励
ま
す
歌
や
反
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
反

天
皇
等
な
ど
ど
れ
も
聴
き
ご
た
え
が

あ
り
、
さ
す
が
は
ブ
ー
ビ
ー
。 

 

パ
ワ
ー
炸
裂
、
キ
レ
ッ
キ
レ
の
ラ

イ
ブ
に
大
満
足
で
し
た
。 

 

ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
ま

～
す
。 
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日
音
協
は
７
月
27
日
～
28
日
、

東
京
都
豊
島
区
の
雑
司
ヶ
谷
地
域
文

化
創
造
館
で
（
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
併
用
）
２
０
２
４
年
度
全
国
代

表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

松
本
会
長
は
冒
頭
、
「
第
55
回
は

た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
に
向
け
、
沖

縄
県
支
部
は
じ
め
沖
縄
県
実
行
委
員

会
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
全

国
の
仲
間
た
ち
の
協
力
で
成
功
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
来
年

の
音
楽
祭
に
む
け
た
準
備
に
つ
い
て

も
提
案
す
る
の
で
、
議
論
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

経
過
報
告
に
続
い
て
各
支
部
の
活

動
も
報
告
し
合
い
ま
し
た
。 

議
事
で
は
、
ま
ず
第
５５
回
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
に
つ
い
て
、「
諸
事

情
に
よ
り
連
合
沖
縄
を
中
心
と
す
る

沖
縄
県
実
行
委
員
会
の
結
成
が
困
難

な
中
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
県

実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
」
「
エ
ン
ト
リ
ー
の

締
め
切
り
は
８
月
１
日
だ
が
、
現
時

点
で
１０
団
体
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
引
き
続
き
全
国
の
仲
間
の
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。」
ま
た
、
連
合
沖

縄
の
後
援
が
い
た
だ
け
な
い
こ
と
か

ら 

ら
、
沖
縄
県
内
の
労
働
組
合
な
ど
か

ら
の
支
援
・
協
賛
が
縮
小
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
舞
台
準
備
関

係
な
ど
の
経
費
が
掛
か
り
、
支
出
増

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
。
音

楽
祭
特
別
会
計
予
算
を
見
直
し
、
一

般
会
計
の
予
備
費
か
ら
繰
り
入
れ
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沖

縄
県
支
部
の
平
良
支
部
長
か
ら
、
第

１
回
県
実
行
委
員
会
の
報
告
と
準
備

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
か
ら
は
、「
協
賛
金
が
減
る

の
で
あ
れ
ば
、
全
国
各
支
部
へ
広
告

費
の
協
力
依
頼
を
し
て
も
良
い
の
で

は
」「
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器
を
飛
行
機

で
持
ち
歩
く
の
は
大
変
な
こ
と
か

ら
、
レ
ン
タ
ル
な
ど
で
備
え
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
」「
会
場
で
の
物

資
販
売
は
可
能
な
の
か
」「
大
交
流
会

の
内
容
も
検
討
す
べ
き
」「
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
推
薦
と
選
考
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
向
で
対
応
す
る
の
か
」

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、「
物
販
に
つ
い

て
は
、
会
場
で
行
う
と
な
れ
ば
施
設

費
が
割
増
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全

国
交
流
会
の
会
場
で
行
う
方
向
で
検

討
し
た
い
」「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
出

演
団
体
は
支
部
の
推
せ
ん
を
尊
重
す

る
」
ま
た
、
広
告
費
の
全
国
へ
の
依

頼
と
楽
器
の
レ
ン
タ
ル
に
つ
い
て
は
、

「
早
急
に
幹
事
会
で
議
論
し
、
可
否

を
含
め
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る

の
か
示
し
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
沖
縄
県
支
部
よ
り
、「
よ
り

多
く
の
労
組
の
協
力
や
支
援
を
得
る

た 

た
め
に
、
全
国
か
ら
沖
縄
県
内
の
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
に
声
掛
け
を
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
請
が
あ
り
、
全
体
で

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

次
に
、
第
56
回
は
た
ら
く
も
の
の

音
楽
祭
を
２
０
２
５
年
に
長
野
県
で

開
催
す
る
こ
と
、
時
期
は
８
月
か
１０

月
中
旬
以
降
を
第
一
候
補
と
し
て
準

備
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
音
楽
祭
特
別
会
計
の
繰
越
額

が
大
き
く
縮
小
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
音
楽
祭
の
規
模
の

縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

音
楽
祭
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
ま
た
は
、

費
用
の
縮
小
を
図
る
こ
と
と
し
て
、

第
56
回
音
楽
祭
を
そ
の
ス
タ
ー
ト
に

位
置
づ
け
、
12
月
の
第
61
回
定
期

総
会
に
向
け
て
各
支
部
の
意
見
を
伺

い
つ
つ
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

①
各
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
の
取
り
組
み
の

強
化
。
②
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
４

へ
の
取
り
組
み
。
③
９
月
16
日
に
東

京
都
渋
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」
に
参
加
す

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
の
総
会
以
降
３
名
の
新
規

入
会
と
１
名
の
退
会
が
報
告
さ
れ
、

引
き
続
き
新
規
会
員
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

日
音
協
第
61
回
定
期
総
会
は
、

12
月
７
日
（
土
）
13
時
か
ら
東
京

都
内
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
）
で
開

催
予
定
で
す
。 

 
 

  

対面での会議に参加の皆さん（写真：森さん） 

集合写真（他に、北海道、新潟、茨城の参加あり） 
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「南風(ふぇーぬかじ)」⑨ 
 

音楽は世界を変える 

沖縄のチムグクルをあなたへ 
 

沖縄県支部長 平良昌史 
 

標題は、今回の沖縄音楽祭のテーマ

です。第１回はたらくものの音楽祭

は、１９６７年東京で開催され、その

ときのテーマは「ベトナムにとどく歌

を！沖縄の祖国復帰を歌おう！」でし

た。当時は、米軍支配の沖縄を出撃基

地としてアメリカがベトナム戦争を

行ない、戦争継続のため銃剣とブルド

ーザーと言われる新たな土地の強制

接収が行われていました。 

昆布闘争で 1967 年に作られた『一

坪たりとも渡すまい』の歌詞のなかで

「ベトナムの友を撃ちにゆく 世界を

結ぶこの空を 再び戦で汚すまい」と

歌われ、米軍が強制接収を断念する原

動力となりました。 

現在でも国土面積の約 0.6％の沖縄

に米軍基地の７０％が集中し、辺野古

新基地建設が強行され、さらに、南西

諸島での自衛隊ミサイル基地が強行

配備されています。ロシアのウクライ

ナ侵略、イスラエルのパレスチナ人虐

殺と、平和のために人が殺され続けて

います。昔も今も私たちが目指すの

は、反戦平和です。 

沖縄は大国に翻弄されながらも、独

自の歴史や文化によって培われた寛

容の心と万国津(しん)梁(りょう)の精

神で多くの国々と交流し、平和を維持

してきた歴史があります。それを表し

た沖縄の島言葉（ウチナーグチ）に「チ

ムグクル」という言葉があります。 

「肝心 チムグクル」とは、「相手

を心から思いやること」を意味し、沖

縄の人々（ウチナーンチュ）が悲惨な

沖縄戦を体験し、その実相や教訓を次

の世代に正しく伝えて、二度と同じ過

ちを繰り返さない、平和と命の尊さを

大切にするのが「沖縄のこころ・チム

グクル」です。 

戦争に勝者はいない、お互いを本当

に思いやる関係を望むならば、痛んだ

心や悲しむ心を深く慮る「チムグク

ル」をあらためて心に刻み、その痛み

を分け合い、ゆるし合うことが、全て

の人々に求められます。今回のテーマ

に、反戦平和の願いを強く優しく込め

ています。 

 

 
 

＜金口木舌＞昆布闘争から半世紀 
2016 年 12 月 02 日 琉球新報より 

辺野古や高江の座り込み現場に響く歌がある。反戦歌の「一坪たりとも

渡すまい」だ。具志川村（現うるま市）昆布の土地闘争の中で１９６７年

に生まれた。〈東支那海前に見て／わしらが生きた土地がある／この土地

こそはわしらが命／祖先ゆずりの宝物〉 

▼昆布集落は太平洋に面しているのに、なぜ東シナ海か。歌詞を作ったの

は、昆布土地を守る会会長・佐久川長正さんの四女・佐々木末子さん。当

時高校生だった▼伊江島を訪ねて阿波根昌鴻さんらから土地闘争を学んだ

ことが忘れられず、詞を書いた。１番は島ぐるみ闘争の原点である伊江島

で見た東シナ海を描き、２番で昆布の土地を渡すまいとの固い決意を示し

た▼今年は昆布闘争から５０年。６６年１月、米軍が２万１千坪の農地を

接収すると通告し、１０月から座り込みが始まった。闘争小屋が米兵の襲

撃や放火に遭いながらも、県内外からの支援を受けて５年以上も抵抗を続

けた。７１年夏、ついに米軍は接収を断念する▼民衆の力で土地を守り抜

いた昆布の闘いを振り返る企画展が那覇市の不屈館で開かれている。生々

しい文面の闘争日誌や写真が目を引く▼記念講演で佐々木さんは「農民の

粘り強さに米軍は負けた。何の力もないけれど県民の団結があった」と強

調した。国や警察権力の露骨な弾圧が強まる今だからこそ、勝利の歴史か

ら学ぶものは多い。 

 

 

 

          坂口美日 
■そろそろ舞台配置図記入の時期になってきました。記入に際

しての不明点がありましたら、どんなことでも結構ですので、

下記までお問い合わせください。 

問い合わせ先 ０９０-７９４５-６４００ 

p.mikann@nifty.com （坂口） 

■ステージで、DI、エフェクター、アンプなどに楽器を接続す

る予定の方におねがいです。第 55 回音楽祭では、シールドケ

ーブルは主催側で用意することにしましたが、自分のシールド

ケーブルを使いたい方は、舞台配置図の持ち込み機材欄にご記

入ください。記入忘れ、またはその後に変更になった場合は事

前におしらせください。 

■ギターを持って航空機に搭乗することに難儀を感じている

方に耳寄り情報です。沖縄県支部長で沖縄県実行委員会事務局

長の平良昌史さんのお知り合いのライブハウス、または沖縄行

動でいつもお世話になっている宮城スタジオオーナーの宮城

康一さんからレンタルいただけることになりました。主に、ア

コースティックギターですが、エレキやベースも要相談とのこ

と。レンタルを希望される方は、レンタル先を平良さんが紹介

してくださるとのことです。ただし、実際の契約は個人で進め

てください。楽器の受け渡し、返却、その他トラブルには、日

音協は関与しません。 

平良昌史さんの連絡先 090-1942-9690 

 

平和の火（平和祈念公園）    千羽鶴（ひめゆり平和祈念資料館） 
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こ
れ
か
ら 

 
 

宮
古
高
校
３
年 

仲
間
友
佑
（
18
） 

 
 

  
短
い
命
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か 

蝉
（
せ
み
）
が
懸
命
に
鳴
い
て
い
る 

冬
を
知
ら
な
い
叫
び
の
中
で 

僕
は
ま
た
天
を
仰
い
だ 

 

あ
の
日
か
ら
七
十
九
年
の
月
日
が 

流
れ
た
と
い
う 

今
年
十
八
に
な
っ
た
僕
の 

祖
父
母
も
戦
後
生
ま
れ
だ 

そ
れ
だ
け
の
時
が 

流
れ
た
と
い
う
の
に 

 

あ
の
日 

短
い
命
を
知
る
は
ず
も
な
く 

少
年
少
女
た
ち
は 

誰
か
が
始
め
た
争
い
で 

大
き
な
未
来
と
と
も
に
散
っ
て
逝
っ
た 

 

大
切
な
人
は
突
然 

誰
か
が
始
め
た
争
い
で 

夏
の
初
め
に
い
な
く
な
っ
た 

泣
く
我
が
子
を
殺
す
し
か
な
か
っ
た 

一
家
で
死
ぬ
し
か
な
か
っ
た 

誰
か
が
始
め
た
争
い
で 

常
緑
の
島
は
色
を
失
（
な
）
く
し
た 

誰
の
た
め
の
誰
の
戦
争
な
の
だ
ろ
う 

会
い
た
い
、
帰
り
た
い 

話
し
た
い
、
笑
い
た
い 

そ
う
い
く
ら
繰
り
返
そ
う
と 

誰
か
が
始
め
た
争
い
が 

そ
の
す
べ
て
を
奪
い
去
る 

 

心
に
落
ち
た 

暗
い
暗
い
闇
は
あ
の
戦
争
の
副
作
用
だ 

微
（
か
す
）
か
な
光
さ
え
も
届
か
ぬ
よ
う
な 

絶
望
す
ら
も
な
い
よ
う
な 

怒
り
も
嘆
き
も
失
く
し
て
し
ま
い
そ
う
な 

深
い
深
い
奥
底
で 

懸
命
に
生
き
て
く
れ
た
人
々
が 

今
日
を
創
っ
た 

今
日
を
繋
（
つ
な
）
ぎ
留
め
た 

両
親
の
命
も 

僕
の
命
も 

友
の
命
も 

大
切
な
君
の
命
も 

す
べ
て 

 

心
に
落
ち
た 

あ
の
戦
争
の
副
作
用
は 

人
々
の
口
を
固
く
閉
ざ
し
た 

ま
る
で 

戦
争
が
悪
い
こ
と
だ
と 

言
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と 

口
止
め
す
る
よ
う
に 

思
い
出
し
た
く
も
な
い
ほ
ど
の 

あ
の
惨
劇
が
そ
う
さ
せ
た 

 

僕
は
再
び
天
を
仰
い
だ 

抜
け
る
よ
う
な
青
空
を 

飛
行
機
が
横
切
る 

僕
に
と
っ
て
あ
れ
は 

恐
れ
お
の
の
く
も
の
で
は
な
い 

僕
ら
は
雨
の
よ
う
に
打
ち
つ
け
る 

爆
弾
の
怖
さ
も 

戦
争
の
「
せ
」
の
字
も
知
ら
な
い 

け
れ
ど
、
常
緑
の
平
和
を
知
っ
て
い
る 

あ
の
日
も 

海
は
青
く 

 

同
じ
よ
う
に
太
陽
が
照
り
つ
け
て
い
た 

そ
う
い
う
普
遍
の
中
に
た
だ 

平
和
が
欠
け
る
こ
と
の
怖
さ
を 

僕
た
ち
は
知
っ
て
い
る 

 

人
は
過
ち
を
繰
り
返
す
か
ら 

時
は
無
情
に
も
流
れ
て
い
く
か
ら 

今
日
ま
で
人
々
は 

恒
久
の
平
和
を
祈
り
続
け
た 

小
さ
な
島
で
起
き
た 

あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
悲
し
み
を 

手
を
繋
ぐ
よ
う
に 

受
け
継
い
で
き
た 

 

そ
れ
で
も
世
界
は
ま
だ
繰
り
返
し
て
る 

七
十
九
年
の
祈
り
で
さ
え
も 

ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
の
な
ら 

そ
れ
で
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
な
ら 

も
っ
と
も
っ
と
こ
れ
か
ら
も 

僕
ら
が
祈
り
を
繋
ぎ
続
け
よ
う 

限
り
な
い
平
和
の
た
め
に 

僕
ら
自
身
の
た
め
に 

紡
ぐ
平
和
が 

い
つ
か
世
界
の
た
め
に
な
る 

そ
う
信
じ
て 

 

今
年
も
こ
の
六
月
二
十
三
日
を 

平
和
の
た
め
に
生
き
て
い
る 

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
噛
み
し
め
な
が
ら 

  

日
米
で
20
万
人
余
が
犠
牲
に
な
っ
た
沖
縄
戦

の
犠
牲
者
ら
を
悼
む
「
慰
霊
の
日
」
。
23
日
の
沖

縄
に
は
梅
雨
明
け
の
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
糸

満
市
摩
文
仁
で
は
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
が
あ

り
、
宮
古
高
校
３
年
の
仲
間
友
佑
さ
ん
（
18
）

が
「
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
平
和
の
詩
を
朗
読
し

た
。 

（
２
０
２
４
年
６
月
24
日 

朝
日
新
聞
） 

  

■ 日 時 2024年 8月 31日（土）13時～9月 1日（日）12時 

■ 会 場 青森県八戸市 みちの駅なんごう（JAZZ の館） 

■ 参加費 13,000円（１泊２食、交流会費、運営費） 

■ 内 容 班活動と合宿コンサート 

① 沖縄音楽祭の東北北合同発表曲を練習する班活動 

② 準備したメロディーに、作詞して、仕上げる班活動 

※ 全国からの問合せは、佐藤（090-9037-5195）まで。 

  電話なり、ショートメールでお願いします。 
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▼
パ
リ
五
輪
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
う
ん

ざ
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
薬
物
使
用
が

は
び
こ
る
メ
ダ
ル
第
一
主
義
や
知
識
の

薄
い
芸
能
人
が
集
ま
っ
て
馬
鹿
騒
ぎ
す

る
特
集
番
組
は
、
暑
苦
し
さ
が
増
す
ば

か
り
だ
▼
五
輪
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

「
平
和
の
祭
典
」
ど
こ
ろ
か
、
痛
ま
し

い
テ
ロ
事
件
を
思
い
出
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
で
開
催
さ
れ
た
時
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

武
装
組
織
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ス
リ
ー

ト
を
11
人
も
殺
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

経
済
低
迷
の
要
因
は
移
民
の
受
け
入
れ

だ
と
す
る
考
え
が
増
え
、「
移
民
排
斥
」

を
掲
げ
る
右
翼
政
党
が
躍
進
し
て
お

り
、
移
民
の
中
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

も
少
な
く
な
く
不
安
は
つ
き
な
い
▼
ま

た
、
経
済
効
果
と
い
う
大
義
が
ま
か
り

通
る
一
方
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
め
ぐ
る
汚
職
は
後
を
絶
た
な
い
。
五

輪
と
言
え
ば
今
や
完
全
な
商
業
主
義
的

色
彩
が
濃
厚
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
事
情
に
合
わ
せ
た
開
催
時
期
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
北
半
球
（
東
京
、

パ
リ
）
な
ら
猛
暑
時
期
と
重
ね
て
・
・
・

▼
開
催
地
決
定
の
問
題
も
大
き
い
。
開

催
が
決
ま
れ
ば
税
金
が
投
入
さ
れ
る

が
、
ど
う
使
わ
れ
た
の
か
は
明
示
さ
れ

な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
運
営
す
る
組

織
と
、
関
連
企
業
と
政
治―

こ
の
関
係

性
だ
け
で
開
催
地
が
決
め
ら
れ
て
い
く 

 
 

▼
一
握
り
の
勝
者
と 

大
多
数
の
敗
者
を
生 

み
出
す
競
争
に
支
配 

さ
れ
た
五
輪
は
、
即 

刻
ゴ
リ
ン
ジ
ュ
ウ
に 

し
て
欲
し
い
も
の 

だ
。 

                                                                                   

 

   

 

     

 

    

   

                          

（181） 

飯島貞親 

▼2024 全国代表者会議。沖縄音

楽祭の取り組み状況について。東

京都支部は、20名が参加予定との

こと。北海道は 10 名が参加する

とのこと（北海道は沖縄を最後に

参加しないというあらぬ流言が流

れているようだが、来年に向けて

準備している）。全国からもさまざ

まな報告がなされた。▼参加した

いのだが、行くとすれば夫婦で行

きたいので、経済的に厳しい。退

職して時間はあるが、金がない。

といった声も聞こえる。 （佐藤） 

▼2024 日音協ソングの募集も始

まっています。「自分で曲を創れる

ようになった。でも、ああだこう

だと批評されたくないので、応募

はしないよ！」という声も聞く。G

さんは「そうかなぁ、俺なんかい

ろいろ言われたほうが励みになる

けどなぁ」とのこと。「俺は打たれ

強いから」「確かにあなたは叩きが

いがある」と笑い合った。▼一律

な対応はできないけど、『やさしさ

を持った批評・感想』のやりとり

にしてほしい。      （佐藤） 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

７
／
12
（
５
１
５
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
鈴
木
さ
ん
、
長
島
さ

ん
、
達
哉
、
森 

 
 

 

計
４
名 

 

朝
か
ら
雨
。
夕
方
弱
ま
っ
て
き

た
も
の
の
、
千
代
田
区
は
ま
だ
し

ば
ら
く
降
り
続
く
予
報
が
出
て
い

た
。
と
り
あ
え
ず
ア
コ
の
ケ
ー
ス

に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
て
出
か
け

た
。
地
下
鉄
の
先
の
天
気
に
期
待
。

し
か
し
国
会
議
事
堂
前
は
降
っ
て

い
た
。
茱
萸
坂
に
は
鈴
木
さ
ん
と

長
島
さ
ん
が
傘
を
さ
し
て
立
っ
て

い
た
。
達
哉
が
ギ
タ
ー
を
取
り
出

し
、
そ
の
な
ん
ち
ゃ
っ
て
伴
奏
で

『
た
な
ば
た
』
を
歌
っ
た
。
季
節

の
う
た
は
こ
の
時
期
し
か
歌
え
な

い
か
ら
ね
、
と
、
坂
口
作
、
加
本

作
の
ふ
た
つ
の
『
た
な
ば
た
』
を 

歌
う
。
あ
の
日
の
事
故
を
忘
れ
な

い
、
そ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
る
愚

行
へ
の
怒
り
と
悔
し
さ
を
忘
れ
な

い…

と
歌
う
。 

鈴
木
さ
ん
が
笠
木
さ
ん
作
の

『
ぼ
く
た
ち
は
手
を
つ
な
ぐ
』
の

楽
譜
を
持
っ
て
き
て
教
え
て
く
れ

た
。
千
葉
で
の
行
動
で
歌
っ
た
そ

う
だ
。
か
ろ
や
か
な
曲
で
、
政
治

や
反
原
発
や
平
和
な
ど
で
広
く
連

帯
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
い
ろ
ん

な
行
動
で
も
歌
い
た
い
。 

黒
雲
が
切
れ
て
き
た
の
で
、
ア

コ
も
取
り
出
し
た
。
楽
器
が
入
る

と
声
も
伸
び
る
。『
あ
な
た
に
届
け

と
』『
明
日
が
な
い
』
な
ど
に
続
け

て
、
上
野
さ
ん
の
新
作
『
民
衆
の

歌
』
の
替
え
歌
に
取
り
組
ん
だ
。 

「
美
し
い
砦
奪
わ
れ
る
な
」
と
歌

う
、
こ
れ
は
き
っ
と
憲
法
を
指
し

て
い
る
。
歌
詞
付
け
が
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
何
度
か
繰
り
返

す
。
歌
っ
て
い
た
ら
警
察
官
が
寄

っ
て
き
た
。（
久
し
ぶ
り
！
）「
何

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
い

う
問
い
か
け
に
、『
民
衆
の
歌
』
で

勢
い
が
つ
い
て
い
た
鈴
木
さ
ん
が

た
た
み
か
け
る
よ
う
に
「
平
和
の

歌
を
歌
っ
て
い
る
ん
で
す
。
い
ま
、

こ
ん
な
に
危
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
、
戦
争
と
か
起
こ
っ
た
ら
困
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
お
巡
り
さ
ん

た
ち
も
困
る
で
し
ょ
う
？
」
と
。

警
察
官
も
思
わ
ず
「
そ
う
で
す
ね
」

と
相
槌
を
う
つ
。（
鈴
木
さ
ん
、
カ

ッ
コ
い
い
！
） 

平
和
や
反
原
発
・
反
基
地
を
歌

っ
て
い
る
こ
と
、
時
間
は
７
時
半

ま
で
の
１
時
間
で
あ
る
こ
と
、
い

つ
も
の
質
問
に
い
つ
も
の
答
え
。 

再
び
歌
う
。
今
度
は
沖
縄
の
歌

を
。『
月
桃
』『
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む 

海
』『
座
り
込
め
こ
こ
へ
』。 

安
和
の
事
故
（
６
月
28
日
、
名

護
市
の
安
和
桟
橋
で
、
辺
野
古
埋

め
立
て
の
た
め
の
土
砂
を
運
ぶ
ト

ラ
ッ
ク
が
抗
議
中
の
女
性
と
警
備

員
を
轢
い
た
。
警
備
員
は
亡
く
な

り
、
女
性
は
重
傷
を
負
っ
た
。
ト

ラ
ッ
ク
出
口
を
牛
歩
で
横
断
す
る

抗
議
行
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い

っ
た
ん
停
車
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク

が
再
発
進
し
、
左
折
で
巻
き
込
ま

れ
た
と
い
う
。）
で
警
備
員
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
対
し
抗
議
行
動
が

責
め
ら
れ
て
い
る
。
先
日
の
防
衛

省
前
行
動
で
も
、
正
門
対
岸
の
右

翼
団
体
が
「
お
ま
え
ら
が
殺
し
た

ん
だ
！
」
と
暴
言
を
く
り
返
し
て

い
た
。
人
が
い
る
の
に
ト
ラ
ッ
ク

を
発
進
さ
せ
た
警
備
体
制
の
不
備

で
は
な
い
か
。
安
全
軽
視
で
工
事

を
急
が
せ
て
い
る
事
が
問
題
で
は

な
い
か
。
米
兵
の
事
件
も
繰
り
返

さ
れ
、
隠
蔽
さ
れ
、
市
民
の
日
常

の
安
全
も
軽
視
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
今
夜
、
外
務
省
前
で
学
生
た

ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
米
兵
犯
罪

に
抗
議
す
る
行
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
守
屋
さ
ん
た
ち
も
そ
ち
ら
に

参
加
し
た
よ
う
だ
。 

「
大
衆
は
す
ぐ
に
忘
れ
る
」
な

ん
て
言
わ
れ
た
く
な
い
。
近
頃
と

み
に
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
私

だ
け
れ
ど
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い

事
々
を
、
歌
い
な
が
ら
反
芻
し
よ

う
。
茱
萸
坂
で
共
有
し
確
か
め
あ

っ
て
、
心
に
刻
ん
で
い
こ
う
。 

 

       


